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自治体Aにおける「保健所、教育事務所、地域振興課と地域の関係図」

保健所 教育委員会地域振興課

■保健所 「地域支え合い会議」
■地域振興課 「自治会長会」「地域公共交通会議」
■教育委員会 「公民館運営」、「高校魅力化」

各分野毎に地域に委員会が設立されているケースも
➡ 今後、地域との連携を増やすには、まず地域に関わる部署間連携が必要！！

１．連携を求められている“地域”の状況＜極端な例＞



防犯
防災

購買・生活支援
移動支援

介護予防
高齢者支援

子育て
次世代育成

移住定住
交流

3/3
3分野連携

2/3
2分野連携

1/3
単独

福祉分野 地域振興分野教育分野

子ども見守り
配食サービス
サロン起ち上げ、
運営支援
高齢者見守り

公共交通
高齢者移送

福祉教育
学習支援
放課後の居場所

空き家活用
体験交流活動

自主防災組織支援

防災研修会企画

ふるさと学習
キャリア教育
地域課題探求

健康増進講師派遣

出身者交流 情報発信

子育てサークル作業代行
買い物代行

異なる事業領域で
リソースを共有
例：出身者が高校生に
レクチャー（吉賀町）

4市町に実態有

4市町いずれか該当

関係する分野が増えるに連れ、連携
を図る動き。一方で形骸化し易い。
体制化は機能のための最低条件。

分野間に共通点
が多く、連携が進
んでいる項目。
職員間の協力関
係により成立傾向。

中間支援組織を交え
次世代育成と公民館
単位の地域づくりを
支援（益田市）

サロン等活動費助成

外部組織を含めた
協議体を設置し、
制度的に事業展開
（津和野町）

連携実態がほぼ
見られない領域

原因
・この分野の専門領域の
特殊性、個人を対象
・地域の活動づくりの
伴走支援経験の
未成熟さ

２．自治体（市町村）の分野間連携状況調査から（島根県４市町）



３．連携を進めるために① 地域の活動表をつくる（出来れば複数部局で）

地
域
活
動
の
種
類

35
種
類

自主組織
＝地域運営組織

〇地域の課題解決のた
めに小学校、公民館区
単位で組織されており、
中国地方107市町村の
約７割に存在

〇市町村により、まちづく
り協議会等とも呼ばれる

〇地域運営組織がある
地域では、福祉分野含
めて、多くの種類の活動
に地域運営組織が関与
する傾向（特に、中山
間地域ではその傾向が
強い）

➡地域運営組織がある
地域では、まず地域運
営組織にまずアプローチ
することが大切



地域包括ケアシステム
地域支援事業の守備範囲

自立支援
家財の管理等

防犯・防災

訪問・通所
サービス

ボランティア
人材育成

子育て

通いの場
居場所 →高齢者サロン・健康教室等世代間交流←

学習拠点

見守り →安全・安否確認子どもを含む
防犯活動

文化継承

都市農村
交流

地域づくり（小さな拠点づくり）の守備範囲

情報発信

地域行事
運営

学習支援

指定管理
請負

事務代行 移動支援 →福祉バス等路線確保
自治会輸送

移住・定住 買い物・食事 →配食サービス、配達店舗の維持
ICT活用←

学習環境
整備

双方が共用する取組
実態把握

←

社会性維持

農産加工品
販売

←

介護予防

農地保全

支え合い（共助）＝コミュニティの根幹
所
掌
範
囲

地域振興部局 健康福祉部局
社会福祉協議会

介護予防経済活動

４．連携を進めるために② 働きかける活動・団体を絞り、相手のニーズのある提案を考える



（例）地域運営組織の発展過程のイメージ

機運醸成・素地づくり 担い手組織づくり 各種活動の始動と改善

推
進
に
必
要
な
マ
ン
パ
ワ
ー

①地域の人材・活動団
体の把握

②課題と解決に必要な
体制イメージの明確化

③自治会・人材・団体と
連携体制づくり

④詳細な現状分析
（人口推計・GW等）

①担い手勧誘、育成
②事務局体制・サポート体制づくり
③アンケート、話し合い、視察
④活動計画づくりと活動検討グルー
プづくり

①活動の具体的な実施方法検
討、必要な調査実施

②活動試行
③収支、活動財源等の整理
④活動本格化
⑤活動内容の見直し、改善

多くの場合、連携を働きか
けているのはこのフェーズ

５．働きかける活動・団体の立上までのプロセス、今後の課題や展望を確認する（ニーズ）

本当はこのタイミングで関わ
りをもてると連携しやすい

⑤のタイミングで関わりを
つくりやすい
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